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ハイブリッド手術室の最大活用術

天草地域医療センターは、2017年２月に最新型デュアルソースCTを導入。地域完結型医療を実践する同センターの大きな推進力となっている。
同CTの前で、右から原田和則院長、吉田守克放射線科部長、緒方隆昭放射線部技師長（詳しくはグラビア頁）。
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日
本
医
療
の
背
景
と
急
性
期
病
院

　

日
本
の
医
療
・
介
護
需
要
は
、
す
で
に
医
療
需
要

か
ら
介
護
需
要
に
移
行
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
医

療
の
さ
ら
な
る
発
展
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０

２
５
年
問
題
に
直
面
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
急

性
期
病
院
と
し
て
の
役
割
を
考
え
、
提
供
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

急
性
期
病
院
の
責
務
は
、
社
会
保
障
国
民
会
議
に

て
提
示
さ
れ
た
Ｂ
３
シ
ナ
リ
オ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

救
急
体
制
を
充
実
さ
せ
、
疾
病
に
対
し
早
急
な
医
療

の
介
入
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
厚
生
労
働
省
発
信
の

人
口
動
態
統
計
（
確
定
数
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
は
、
死
亡
率
の
上
位
に
位
置

し
て
お
り
、
急
性
期
病
院
と
し
て
対
峙
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
疾
病
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

病
院
開
院
の
経
緯
（
区
に
よ
る
病
院
誘
致
）

　

東
京
都
葛
飾
区
は
、
２
０
１
２
年
度
に
、
区
内
の

医
療
需
給
状
況
等
を
調
査
・
分
析
し
、
課
題
の
把
握

と
解
決
に
向
け
た
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
す
る
「
区
内
医
療
環
境
充
実
の
た
め
の
調
査
」

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
人
口
10
万
人
当
た

り
の
病
床
数
は
、
東
京
都
平
均
と
比
べ
低
い
こ
と
、

誘
致
場
所
で
あ
る
区
内
南
部
地
域
（
新
小
岩
・
奥
戸
）

で
は
、
病
院
が
少
な
く
救
急
対
応
病
院
が
な
い
こ
と

な
ど
が
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
に
関
わ
る

医
療
体
制
も
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
10
万
人
当
た

り
の
高
齢
者
に
関
わ
る
医
療
体
制
も
、
東
京
都
全
体

と
比
較
し
て
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
回
復
期
お
よ
び
急
性
期
に
対
応
し
た
医

療
提
供
が
行
え
る
事
業
者
の
公
募
に
て
当
院
が
選
定

さ
れ
た
。
ま
ず
は
、
急
性
期
医
療
を
充
実
さ
せ
、
地

域
貢
献
を
行
い
た
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
17
年
５

月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図

1
）。

要
旨
：
当
院
は
２
０
１
７
年
５
月
か
ら
、
地
域
密

着
型
24
時
間
救
急
対
応
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。特
に
Ｃ
Ｔ
は
必
須
装
置
に
な
っ
て
お
り
、

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
社
製
３
２
０
列
Ｍ

Ｄ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
。
そ
の
経
緯
と
導
入
効
果
を

報
告
す
る
。

◆Summary
The history of the selection of 320 rows of CT at the 24-hour emergen-
cy response hospital and its introduction effect
From May 2017, our hospital started as a community-based 24 hour emer-
gency response hospital. Especially, CT has become essential device and 
320 column MDCT manufactured by Toshiba Medical Systems Co., Ltd. 
was introduced. I report on its background and introduction effect.

24
時
間
救
急
対
応
病
院
に
お
け
る

３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
選
定
の
経
緯
と
導
入
効
果

吉
田
成
彦１　

岡
部
博
之２

イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合
病
院

１
院
長　

２
放
射
線
科
技
師
長図1　病院外観

吉田氏岡部氏

病院の成長視座から考えるCT選定法総特集

総  論

新機能が示す
CT選定の方向性

検  証

最新CT導入がもたらす
効果と課題
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Ｃ
Ｔ
の
現
状

　

Ｃ
Ｔ
は
72
年
の
登
場
以
来
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
に
て

発
展
を
続
け
て
い
る
。
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
・
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
（m

ulti-detector CT

）
の
登
場
に

よ
り
飛
躍
的
に
進
化
し
た
。
現
状
で
は
、D

ual-
energy CT

（
管
電
圧
の
異
な
る
２
種
類
の
Ｘ
線
で

Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
技
術
）
や
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
（A

rea 

D
etector CT

）
の
登
場
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
展
の

様
相
を
示
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
装
置
選
定（
な
ぜ
、３
２
０
列
な
の
か
）

　

現
代
の
医
療
を
支
え
る
必
須
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
Ｃ

Ｔ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
に
伴
う
建
築
費
の
高
騰
や
設
備

投
資
予
算
費
お
よ
び
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
等
、
今

回
の
Ｃ
Ｔ
導
入
台
数
と
し
て
１
台
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
急
性
期
医
療
の
充
実
を
考
え
、
各
メ
ー
カ
ー
か

ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
多
彩
な
装
置
の
中
で
、
東

芝
の
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
「A

quilion O
N

E

」
を
選
択

し
た
。
そ
の
選
択
理
由
を
後
述
す
る
。

①
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

　

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
は
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ

（A
rea D

etector CT

）
を
製
品
化
し
た
。
３
２
０

列
の
検
出
器
を
有
す
る
本
機
は
１
６
０
㎜
の
範
囲
を

０
・
２
７
５
秒
に
よ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ス
キ
ャ
ン
が
可

能
に
な
り
、
広
範
囲
撮
影
・
高
速
撮
影
・
高
分
解
能

の
３
要
素
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
装
置
の

た
め
、
心
臓
領
域
や
頭
部
領
域
な
ど
に
大
い
に
力
を

発
揮
す
る
。

　

64
列
装
置
に
よ
る
ヘ
リ
カ
ル
撮
影
は
、
臓
器
を
撮

影
す
る
た
め
に
一
定
の
時
間
を
要
し
、
撮
影
中
の
患

者
の
体
動
の
影
響
で
画
質
を
劣
化
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
撮
影
開
始
位
置
と
終
了
位
置
が
変
化

す
る
こ
と
で
、撮
影
デ
ー
タ
に
は
時
相
差
が
生
じ
る
。

こ
の
時
相
差
は
、
還
流
検
査
な
ど
の
機
能
情
報
を
評

価
す
る
際
に
解
析
誤
差
を
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
は
、
こ
の
よ
う
な
不
安
要
素
を
低
減

さ
せ
た
装
置
と
い
え
る
。

②
４
Ｄ
（four-dim

ensional C
T

）
の
可
能
性
（
将

来
性
）

　

Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
４
Ｄ
Ｃ
Ｔ
が
可
能
と
な
っ
た
。

４
Ｄ
は
従
来
の
３
Ｄ
画
像
に
時
間
軸
で
の
観
察
が
可

能
で
あ
り
、
任
意
の
方
向
か
ら
の
時
間
経
過
の
変
化

が
観
察
可
能
で
病
態
の
把
握
が
容
易
に
な
る
。
例
え

ば
、脳
に
発
生
し
た
Ａ
Ｖ
Ｍ（arteriovenous m

alfor
m

ation

）
な
ど
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
の
観
察
や
ナ
イ
ダ

ス
の
検
索
な
ど
治
療
戦
略
の
構
築
に
力
を
発
揮
す

る
。
ま
た
、
動
脈
瘤
な
ど
の
形
態
診
断
に
も
活
用
で

き
る
要
素
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
他
、
整
形
外
科
領
域
で
の
関
節
の
動
き
を
観

察
し
関
節
疾
患
の
病
態
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
嚥
下

撮
影
な
ど
の
動
態
観
察
へ
の
活
用
も
可
能
性
が
あ

り
、
利
用
す
る
側
の
発
想
に
よ
り
さ
ら
な
る
活
用
方

法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
機
能
で
あ
る
。

③
脳
のP

erfusion C
T

　

Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
Ｃ
Ｔ
灌
流
画
像
（Perfusion 

CT

）
が
容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
急
性
期

脳
梗
塞
の
治
療
を
行
う
上
で
脳
の
血
液
循
環
を
評
価

す
る
こ
と
は
、
大
切
な
情
報
源
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

Perfusion CT

に
よ
り
ピ
ー
ク
到
達
時
間
（tim

e-
to-peak

：
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）、
脳
血
流
量
（cerebral-blood-

flow

：
Ｃ
Ｂ
Ｆ
）、
脳
血
液
量
（cerebral-blood-

volum
e

：
Ｃ
Ｂ
Ｖ
）、
平
均
通
過
時
間
（m

ean-
transit-tim

e

：
Ｍ
Ｔ
Ｔ
）、
イ
ン
パ
ル
ス
残
留
関
数

の
ピ
ー
ク
ま
で
の
経
過
時
間
（T

 m
ax

）
な
ど
が
測

定
で
き
脳
の
虚
血
評
価
な
ど
の
資
料
と
し
て
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。
可
逆
的
虚
血
領
域
（ischem

ic 
penum

bra

）
の
情
報
が
脳
神
経
外
科
医
に
提
供
さ

れ
、
血
栓
溶
解
術
や
血
栓
回
収
術
の
適
応
検
討
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

図 2　過去 3 年間　5-7 月の検査件数比較
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ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
に
よ
る
画
質
の
劣
化
も
低
減
さ
れ

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ー

チ
フ
ァ
ク
ト
（
つ
な
ぎ
目
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
）
も
存

在
し
な
い
。Perfusion CT

に
よ
る
心
筋
の
評
価

も
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究
報
告
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
将
来
性
が
期
待
で
き
る
装
置
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

導
入
経
済
効
果

　

本
装
置
の
特
色
で
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
を
述

べ
た
が
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
検
査
は
検
査
数
全

体
の
比
率
と
し
て
は
低
い
部
類
に
入
る
。
で
は
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
通
常
依
頼
す
る
検
査
へ
の

影
響
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
開

院
の
経
緯
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
院
は
17
年
５
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
施
設
で
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
導

入
効
果
を
明
確
に
示
す
対
比
資
料
が
な
い
。そ
こ
で
、

前
身
で
あ
っ
た
明
芳
会 

新
葛
飾
病
院
（
葛
飾
区
堀

切
）
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
い
。

　

明
芳
会 

新
葛
飾
病
院
は
17
年
７
月
に
機
能
転
換

を
行
い
、
現
：
明
芳
会 

イ
ム
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
東
京
葛
飾
病
院
と
な
っ
た
。
従
来
は
救

急
外
来
診
療
と
入
院
施
設
を
持
っ
て
お
り
、
近
隣
に

あ
る
新
葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
入
院
治

療
施
設
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
。
病
床
数
は
１
４
４

床
で
あ
り
、
イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合
病
院
は
１
７
４

床
の
た
め
近
似
し
て
い
る
。
新
葛
飾
病
院
の
外
来
は

新
葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
た
め
、
Ｃ
Ｔ
稼
働

件
数
デ
ー
タ
は
合
算
で
比
較
し
て
み
た
い
。

　

ち
な
み
に
、新
葛
飾
病
院
に
は
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｔ（
１

列
）、
新
葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
マ
ル
チ

Ｃ
Ｔ
（
16
列
）
が
あ
り
、
２
台
の
装
置
に
て
診
療
を

異
度
は
共
に
高
く
、
特
に
陰
性
的
中
率
は
非
常
に
高

い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
の
報
告
で
は
、
本
装
置
の
陰
性
的
中
率

は
１
０
０
％
と
の
報
告
も
あ
る
。
胸
痛
が
あ
り
狭
心

症
が
疑
わ
れ
る
患
者
に
は
、
有
用
な
検
査
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

従
来
の
装
置
で
は
、
４
〜
10
心
拍
の
デ
ー
タ
収
集

が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
本
装
置
は
１
心
拍
の
画
像
収

集
に
て
画
像
構
築
が
可
能
で
あ
り
、
モ
ー
シ
ョ
ン

④
循
環
器
疾
患
で
の
活
用

　

冠
動
脈
病
変
の
非
侵
襲
的
診
断
法
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
２
０
０
７- 

08
年
合
同
研
究
班
報
告
）

で
も
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
技
術
の
発
達
に
よ
り
Ｃ

Ｔ
の
位
置
付
け
は
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｃ

Ｓ
（A

cute Coronary Syndrom
e

）
の
疑
い
に

て
来
院
さ
れ
た
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
容
易
な
場

合
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
。
診
断
に
苦
慮
す
る
事
例

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
の
感
度
お
よ
び
特

図4　過去3年間　5-7 月のCT検査保険点数の単純比較

図3　2017 年 6月　日勤帯：当日依頼検査の比率
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行
っ
て
き
た
。

　

過
去
３
年
間
の
５
月-

７
月
間
の
Ｃ
Ｔ
件
数
を
比

較
し
た
（
図
2
）。
従
来
の
施
設
と
比
べ
、
２
倍
以

上
の
検
査
件
数
に
伸
び
て
い
る
。
総
合
病
院
に
な
り

Ｃ
Ｔ
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
装

置
の
撮
像
時
間
の
短
縮
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
緊
急
の
み
な
ら
ず
、
通
常
で
は
予
約
に
回

る
検
査
や
当
日
病
棟
検
査
も
、
十
分
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
次
の
グ
ラ
フ
は
、
17
年
６
月
の
通
常
勤
務

時
間
内
（
８
時
30
分-

17
時
30
分
）
に
依
頼
さ
れ
た

Ｃ
Ｔ
の
予
約
検
査
と
当
日
依
頼
検
査
を
示
す
（
図

3
）。

　

17
年
６
月
の
平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）
は
22
日

間
で
あ
り
、
そ
の
期
間
で
の
調
査
を
行
っ
た
。
当
院

の
特
色
か
も
し
れ
な
い
が
、
予
約
検
査
自
体
が
少
な

く
当
日
発
生
す
る
検
査
が
７
割
以
上
も
占
め
て
い
る

も
の
の
、
本
装
置
の
撮
像
時
間
が
早
く
、
ま
た
操
作

性
が
よ
い
た
め
対
応
で
き
て
い
る
。
特
に
画
像
再
構

成
時
間
が
短
く
、
撮
影
後
す
ぐ
に
画
像
観
察
で
き
る

こ
と
は
、
検
査
回
転
率
に
貢
献
で
き
て
い
る
。
依
頼

す
る
側
・
受
け
る
側
と
も
ス
ト
レ
ス
な
く
検
査
の
受

注
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
件
数
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
保
険
点
数
に
よ
る
差
を
提
示
す
る
。
こ
れ

も
先
の
デ
ー
タ
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
表
し
た
。
な

お
点
数
は
延
べ
件
数
に
保
険
点
数
を
当
て
は
め
た
単

純
な
比
較
で
行
っ
て
み
た
。
前
施
設
で
は
２
台
の
Ｃ

Ｔ
（
１
列
・
16
列
）
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
を
当
て

は
め
合
算
し
比
較
し
た
（
図
4
）。

　

こ
の
デ
ー
タ
は
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
＝
１
０
０
０
点
、

16
列
Ｃ
Ｔ
＝
９
０
０
点
、
１
列
Ｃ
Ｔ
＝
５
６
０
点
と

し
、
件
数
に
当
て
は
め
表
で
示
し
た
。
昨
年
度
（
従

来
）
の
約
３
倍
の
値
に
な
っ
て
い
る
。
64
列
以
上
の

装
置
と
64
列
未
満
の
列
数
装
置
で
は
保
険
点
数
１
０

０
点
の
差
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
件
数
需
要
の
あ
る

施
設
で
は
大
き
な
差
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
の
当
院
の
検
査
件
数
で
は
、
装
置
本
体
の

価
格
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
・
保
守
契
約
費
・
人
件

費
等
を
考
え
る
と
Ｃ
Ｔ
単
体
で
の
大
き
な
増
収
は
厳

し
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

高
性
能
装
置
に
て
精
度
の
高
い
情
報
を
提
供
で
き

て
い
る
こ
と
に
よ
り
診
断
・
治
療
に
貢
献
し
、
病
院

と
し
て
の
収
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
た
方
が

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
施
設
に
お
い
て
Ｃ
Ｔ
装
置

に
期
待
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
の
要
望
を
賄
え

る
装
置
を
選
定
す
る
こ
と
が
得
策
と
考
え
る
。

当
院
の
方
向
性

　

当
院
は
葛
飾
区
南
部
地
域
の
急
性
期
病
院
と
し

て
、ま
た
将
来
的
に
は
回
復
期
医
療
も
視
野
に
入
れ
、

地
域
に
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
病
院

で
あ
る
。「
も
て
な
す
心
で
、
患
者
様
満
足
度
１
０

０
％
を
目
指
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
病
院
理

念
と
し
て
掲
げ
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
医
療
を

支
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
当
院
は
血
管
造
影
装
置
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
オ
ペ
室
を
完
備
し
た
。
将
来
的
に
は
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ

（transcatheteraorticvalvereplacem
ent

）

の
施
行
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
の
施
行

に
は
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
術
前
支
援
画
像
の
提
供
は
必
須
で

あ
り
、
有
用
性
の
高
い
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

装
置
と
期
待
し
て
い
る
。
今
回
、
私
が
考
え
る
「
病

院
の
成
長
視
座
か
ら
考
え
る
Ｃ
Ｔ
選
定
」
を
テ
ー
マ

に
ま
と
め
て
み
た
。
１
つ
の
選
定
方
法
と
し
て
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※　
　
　
　
　

※

吉
田
成
彦
（
よ
し
だ
・
し
げ
ひ
こ
）
●
58
年
和
歌
山
県

生
ま
れ
。
84
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
医
卒
。
同
年
同
大

胸
部
外
科
学
教
室
入
局
。
86
年
国
立
循
環
器
セ
ン
タ
ー

心
臓
血
管
外
科
、
89
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
胸
部
外
科

教
室
助
手
。
91
年
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
心
臓
血
管
外
科

医
長
就
任
。
93
年
新
東
京
病
院
心
臓
血
管
外
科
副
部
長
、

00
年
新
葛
飾
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長
、
07
年
イ
ム
ス

葛
飾
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
院
長
、
09
年
総
院
長
。
同
年
新

葛
飾
病
院
院
長
、
17
年
イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合
病
院
院

長
と
し
て
現
在
に
至
る
。

岡
部
博
之
（
お
か
べ
・
ひ
ろ
ゆ
き
）
●
68
年
静
岡
県
生

ま
れ
。
92
年
中
央
医
療
技
術
専
門
卒
（
夜
間
部
）、
同
年

診
療
放
射
線
技
師
免
許
取
得
。
05
年
新
葛
飾
病
院
放
射

線
科
技
師
長
、
17
年
イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合
病
院
放
射

線
科
技
師
長
。
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